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平成２６年度乳児家庭全戸訪問の実施結果について 

 

 

１ 事業の概要 

乳児家庭全戸訪問は、区内の、概ね生後４か月未満の乳児のいる全ての家庭を、保健

師および助産師が訪問する事業である。産後うつ病の疑いや育児不安など何らかの支援

が必要な母親や育児環境の確認が困難な家庭を把握し、そうした乳児家庭を対象に養育

支援会議を開催し、支援方法等を検討している。 

平成２６年度の乳児家庭全戸訪問の結果について報告する。 

 

 

２ 実施体制 

保健師１２人及び専任保健師（非常勤）２人、助産師（委託）８人による２２人で実施 

 

 

３ 実施状況 

（１）訪問状況                              （人） 

 対   象 訪問対象者数 訪問実数 フォロー数 

H23 H23.4～H24.3生  １，３５１ １，２５４ （９２．８％） ９７ （７．２％） 

H24 H24.4～H25.3生 １，４９１ １，４１３ （９４．８％） ７８ （５．２％） 

H25 H25.4～H26.3生 １，５０１ １，４４０ （９５．９％） ６１ （４．１％） 

H26 H26.4～H27.3生 １，６４３ １，５５４ （９４．６％） ８９ （５．４％） 

   

 

 区外に居住 乳児健診等で把握 
その他 計 

転出 区外在住 里帰り 
乳児の 

入院・死亡 
母の復職 訪問辞退 

H23 ５０ １０ １５ １ ５ １４ ２ ９７ 

H24 ４５ ５ ８ ２ １ １６ １ ７８ 

H25 ３３ ６ ７ ２ ２ １０ １ ６１ 

H26 ４３ １６ １０ １ ５ １４ ０ ８９ 
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（２）訪問時期                                （人） 

 
新生児期 

(２８日未満) 
２か月未満 ３か月未満 

乳児健診 

(3･4か月まで) 
乳児健診後 訪問実数計 

H23 ２８０(２２.３%) ５８７(４６.８%) ２８８(２３.０%)  ６９(５.５%) ３０(２.４%) １，２５４ 

H24 ２２３(１５.８%) ６８５(４８.５%) ３５５(２５.１%)  ９３(６.６%) ５７(４.０%) １，４１３ 

H25 １９７(１３.７%) ７３６(５１.１%) ３４９(２４.２%) １０６(７.４%) ５２(３.６%) １，４４０ 

H26 ２３９（１５.４%） ６８４（４４.０%） ４３５（２８.０%） １３７（８.８%） ５９（３.８%） １，５５４ 

 

 

（３）対応状況                               （人） 

 
継続支援不要 保健所による経過観察 

養育支援会議 

で対応を検討 

計 

(訪問対象者数) 

H23 ９５０ (７０.３%) １４５ (１０.７%) ２５６ (１８.９%) １，３５１ 

H24 １，０１３ (６７.９%) ３７０ (２４.８%) １０８ ( ７.２%) １，４９１ 

H25 １，０８７ (７２.４%) ３１２ (２０.８%) １０２ ( ６.８%) １，５０１ 

H26 １，１６０ （７０.６%） ３６５ (２２.２%） １１８ ( ７.２%) １，６４３ 

 

（人） 

 保健所における 

経 過 観 察 

要保護児童支援 

ネットワークにて支援 

子ども家庭支援 

センターで対応 
計 

H23 ２２１ (８６.３%)       ３３ (１２.９%)     ２ (０.８%) ２５６ 

H24 ７３ (６７.６%) ３３ (３０.６%)     ２ (１.８%) １０８ 

H25 ６７ (６５.７%) ３１ (３０.４%) ４ (３.９%) １０２ 

H26 ８２ (６９.５%) ３６ (３０.５%) ０ １１８ 

 

 


